
川崎都市計画メールマガジンのご案内

川崎市では、都市計画手続やまちづくりに関する意見交換などのお知ら

せについて、市ホームページをはじめ、市政だより、掲示物等でお知らせしてい

るほか、御希望される方に川崎都市計画メールマガジンを配信しています。

受付でお配りいたしました、『川崎都市計画素案説明会等のお知らせ』裏

面にメルマガ登録QRコードを掲載しておりますのでご覧ください。

メルマガ登録QRコード

1



川崎都市計画素案説明会
（新川崎地区）

日時：令和８年７月１６日（木）午後７時００分～午後８時３０分
場所：かわさき新産業創造センター ＡＩＲＢＩＣ １階会議室

川崎都市計画 地区計画の変更
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説明の流れ 新川崎地区
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１ 地区の概況

２ 事業概要

３ 都市計画素案

４ 今後の都市計画手続



１ 地区の概況

（１） 周辺の状況
（２） 上位計画の位置付け
（３） これまでの経緯
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新川崎地区
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（１）周辺の状況

北

鹿島田駅

矢向駅

新川崎駅

平間駅

新川崎地区

（面積 約 33.2 ha）



3・5・3号
大田神奈川線

3・4・9号
尻手黒川線

3・5・9号
古市場矢上線

3・5・10号
塚越南加瀬線

3・5・2号
矢向鹿島田線

新川崎地区

新川崎地区（１）周辺の状況

北
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（１）周辺の状況 新川崎地区

鹿島田駅

矢向駅

向河原駅

平間駅

武蔵小杉駅 北

新川崎地区

１ページ 7

新川崎駅

新川崎地区Ｄ地区
（新川崎・創造のもり）
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（２） 上位計画の位置付け

川崎市総合計画（第４期実施計画） （令和８年３月策定）

地域生活拠点である、新川崎・鹿島田駅周辺地区は、

「川崎市総合計画」において、商業・業務・都市型住

宅等の機能の集積を図るとともに、都市基盤等の整

備を進め、安全で快適な利便性の高い都市機能が

コンパクトに集積し、各地域の特性や個性を活かした

拠点形成を推進する。

新川崎・創造のもりでは、最先端技術産業やイノベー

ション創出を促進する拠点の形成を推進する。

川崎市総合計画

・本市がめざす都市像やまちづくりの基本目標を

定めたもの

新川崎地区



新川崎・鹿島田・平間駅周辺地区は、

地区計画による土地利用の誘導等により、

商業・業務・研究開発・都市型住宅等の

機能を適切に配置した拠点の形成を図る。
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新川崎地区（２） 上位計画の位置付け

都市再開発の方針

・市街地等の整備方針を示すもの。

・市街地の再開発を促進すべき地区を

「２号再開発促進地区」として指定し、

機能更新の推進を図る。

２号再開発促進地区

新川崎地区
(対象地区)

都市再開発の方針 （令和７年３月策定）



都市計画マスタープラン

・本市の都市計画に関する基本方針を示すもの

新川崎地区は、先端的な研究活動や産学官連

携による研究開発企業の育成など、新しい産業

の創出に向けて、「新川崎・創造のもり」を核とし

たものづくり・研究開発機能が集積した、「研究

開発拠点」の形成を推進する。

都市計画マスタープラン幸区構想（令和３年８月策定）
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新川崎地区（２） 上位計画の位置付け



イノベーション拠点整備基本計画

・機能更新の基本方針や土地利用・整備方針、

導入機能を整理し、とりまとめたもの。

新川崎・創造のもりの機能更新に向けた
イノベーション拠点整備基本計画（令和７年３月策定）
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新川崎地区（２） 上位計画の位置付け

新川崎・創造のもりにおいて、量子・AI・半

導体等の最先端コンピューティング、DX分

野の「知」と「人材」の集積地の形成をめざ

す。

高度人材が集積するイノベーション拠点の

形成や地域に開かれた憩いの空間の形成

等の実現をめざす。

導入機能の整理
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新川崎地区

新川崎・創造のもりの概況

（３）これまでの経緯

 平成12（2000）年にK2タウンキャンパスを慶應義塾大学と
本市の連携・協力のもと開設

 平成15（2003）年から、かわさき新産業創造センター
（KBIC）として、3棟のインキュベーション施設（KBIC本館、
NANOBIC、AIRBIC）を順次開設

 計100室、ラボ面積8,100㎡の首都圏最大級のインキュベー
ション拠点へと成長

 民間事業者による企業向け賃貸ラボ約11,000㎡も整備さ
れ、大手企業のオープンイノベーション型ラボも立地

Ｋ２(ケイスクエア)

タウンキャンパス

KBIC本館

NANOBIC
AIRBIC

さいわいふるさと
公園

ものづくり工房付き
新産業支援施設

ナノ・マイクロ技術の
産学官共同研究施設

官民連携整備の
オープンイノベーション拠点

第２期事業 (H15(2003)年～)

KBIC本館
第３期事業(H24(2012)年～)

NANOBIC
第１期事業(H12(2000)年～)

Ｋ２タウンキャンパス
第３期・第２段階事業

(H31(2019)年～)AIRBIC

慶應義塾大学の約20
のプロジェクトが入居

○新川崎・創造のもりは、新川崎地区内のD地区に位置し、産学官の連携による新しい科学・技術や産
業を創造する研究開発拠点の形成と次代を担う子どもたちが科学・技術への夢を育む場づくりを目指
し、段階的な施設整備を推進しています。



２ 事業概要

（１） 新川崎・創造のもりの機能更新
（２） 都市計画の変更の内容
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新川崎地区（１）新川崎・創造のもりの機能更新

K２（ｹｲｽｸｴｱ）
ﾀｳﾝｷｬﾝﾊﾟｽ

14

パース向き

広場イメージ

「さいわいふるさと公園」と連続性を
持たせたランドスケープイメージ

1F コワーキングスペースイメージ

1F エントランスホールイメージ

※今後、関係者協議により内容が変更する場合があります。
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○新川崎・創造のもりの機能更新

新たな施設を整備し、
必要と考えられる機能を導入する

必要な都市計画変更の内容

・新川崎地区地区計画の変更

（建築物等の用途の制限 等）

（２） 都市計画の変更の内容 新川崎地区



３ 都市計画素案
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地区計画の変更



地区計画制度

関係権利者の意向を踏まえ、地区の特性にあった
まちづくりを行うための制度

広域の土地利用を
調整・実現するもの 街区単位できめ細かな

市街地像を実現するもの

用途地域・都市施設

地区計画
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地区計画の変更 新川崎地区



平成１７年 １月１８日 地区計画の決定

平成１７年 ３月１８日 地区計画の変更（第１回）
【Ｄ・Ｅ・Ｆ地区に緑化率の最低限度を追加】

平成２０年１２月 ８日 地区計画の変更（第２回）
【Ａ地区を研究開発・ものづくり機能の強化を図る地区として土地利用方針等の変更】

平成２２年 ４月１２日 地区計画の変更（第３回）
【地区幹線道路の道路区域縮小に伴う地区計画の区域変更等】

新川崎地区
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地区計画の変更



川崎市
幸区

鹿島田三丁目、北加瀬一丁目、
小倉一丁目、小倉三丁目、
小倉四丁目、新川崎 及び 新小倉

並びに
中原区

大倉町 及び 苅宿地内
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地区計画の名称

２ページ

地区計画の変更 新川崎地区

地区計画の位置

新川崎地区地区計画

※住居表示の実施による変更

変更なし



本地区では、新川崎駅と鹿島田駅を結ぶ
ペデストリアンデッキや交通広場、古市場矢
上線などが整備され、利便性や回遊性の向
上を図ってきた。これらの都市基盤を活用し
て、諸機能を集積し、地域生活拠点にふさわ
しい魅力あふれる複合市街地を形成するた
め、次の５点を目標に地区計画を定める。

①道路、交通広場等の都市基盤と一体となっ
た、業務核都市にふさわしい広域的な商業・
業務拠点づくり
②産業の創出・育成を目指したものづくり・研
究開発機能の強化
③都市生活にゆとりとうるおいを与え、良好な
都市景観の形成を図る緑豊かな公園等の整
備
④災害時における周辺市街地の防災性向上
に寄与する公園、道路等の都市空間の確保
⑤都市居住の多様なニーズに対応する都市
型住宅の計画的な導入 20

地区計画の目標

２ページ

地区計画の変更 新川崎地区



④ Ｄ地区は、「新川崎・創造のもり」
事業における研究開発機能の拠点
整備を主体とし、量子・ＡＩ・半導体等
の成長産業分野を中心に、「知」と
「人材」が集積、交流する地区の形
成を図る。併せて、市民の健康を増
進し、交流を活発にし、新たな市民
文化の創造を促していくために、「緑
を中心とした憩い」、「防災」、「交流・
学び」等の機能を有する市民利用施
設や公園等を配置する。
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土地利用に関する基本方針

２ページ

地区計画の変更 新川崎地区



地区計画の変更 新川崎地区

変更なし
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３ページ

６～７ページ



地区計画の変更 新川崎地区

変更なし

４ページ

６～７ページ
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建築物等の用途の制限

４ページ

地区計画の変更 新川崎地区

建築できる用途

①寄宿舎
②学校、図書館その他これらに類するもの
③集会所
④保育所
⑤診療所
⑥店舗、飲食店その他これらに類する用途

に供するものでその用途に供する部分の
床面積の合計が3,000平方メートル以内の
もの

⑦事務所
⑧研究所
⑨ホテル又は旅館
⑩倉庫（倉庫業を営むものを除く。）
⑪公衆便所、巡査派出所その他これらに類
する公益上必要な建築物

⑫前各号の建築物に附属するもの



地区計画の変更 新川崎地区
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変更なし

変更前

文言の整理

建ぺい率

建蔽率

変更後

５ページ



４ 今後の都市計画手続
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都
市
計
画
変
更
の
告
示

都
市
計
画
審
議
会

都
市
計
画
案
の
縦
覧
【
２
週
間
】

今後の都市計画手続（全体の流れ）

地
区
計
画
の
条
例
化

都
市
計
画
原
案
の
縦
覧
【
２
週
間
】

公
述
意
見
の
要
旨
と

市
の
考
え
方
縦
覧
【
1
か
月
間
】

公述申出書受付 公述の申出があった場
合のみ開催

※1 地区計画区域内の土地の所有者等の方が、地区計画に関する事項の都市計画の原案に対して、意見書を提出できます。
※2 川崎市民及び利害関係人の方が、本案件に関する事項の都市計画の案に対して、意見書を提出できます。

※1

※2
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新川崎地区

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

公
聴
会

（
令
和

８
年

８
月

18

日
）

素
案
縦
覧
（
令
和

８
年

７
月

17

日
～

令
和

８
年

７
月

31

日
）

素
案
説
明
会
（
令
和

８
年

７
月

16

日
）



８

縦覧場所

○まちづくり局計画部都市計画課
○幸区役所、幸区役所日吉出張所
○中原区役所

受付時間
平日 午前８時３０分～午後５時

縦覧期間

令和８年７月１７日（金）～
令和８年７月３１日（金）

今後の都市計画手続（素案縦覧）

縦覧期間中、「都市計画素案」を市ホームページに掲載します。
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新川崎地区

① ② ③

受付時間
（ 幸 ）平日 午前９時３０分～午後７時
（中原）平日 午前９時３０分～午後９時
土日・祝日 午前９時３０分～午後５時

○幸図書館
○中原図書館

素
案
説
明
会
（
令
和

８
年

７
月

16

日
）

素
案
縦
覧
（
令
和

８
年

７
月

17

日
～

令
和

８
年

７
月

31

日
）

公
聴
会
（
令
和

８
年

８
月

18

日
）



小杉町３丁目東地区

申出期間

令和８年７月１７日（金）～
令和８年７月３１日（金）

今後の都市計画手続（公述の申出）

申出方法

○書面での提出

・公述申出書を都市計画課へ郵送又は持参
・公述申出書の書式は自由

（氏名、住所、意見の要旨を記載）
・参考書式は縦覧場所又は本市ホームページで

○電子申請

・本市ホームページから申請
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新川崎地区

公述申出ができるのは、川崎市民又は利
害関係人の方

① ② ③

素
案
説
明
会
（
令
和

８
年

７
月

16

日
）

素
案
縦
覧
（
令
和

８
年

７
月

17

日
～

令
和

８
年

７
月

31

日
）

公
聴
会
（
令
和

８
年

８
月

18

日
）



小杉町３丁目東地区今後の都市計画手続（公聴会）

公述の申出があった場合のみ開催

公聴会

日時：
令和８年８月１８日（火）

午後７時
場所：
かわさき新産業創造センター
ＡＩＲＢＩＣ １階会議室

・申出多数の場合抽選（定員１０名）
・公述はおひとり１５分以内
・開催しない場合は8月7日(金)頃までに

本市ホームページ及び縦覧場所に掲示

① ② ③

素
案
説
明
会
（
令
和

８
年

７
月

16

日
）

素
案
縦
覧
（
令
和

８
年

７
月

17

日
～

令
和

８
年

７
月

31

日
）

公
聴
会
（
令
和

８
年

８
月

18

日
）

新川崎地区
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公述人

公述の申出をされた方は都市計画素案に対する

ご意見を述べることができます。

※傍聴も可能です

公聴会の様子
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新川崎地区



今後の都市計画手続 新川崎地区
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